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対前年度比で 61 億 5 千万円減（6.6％減）

山口市新型コロナウイルス感染症経済対策第 8 弾　総額約 40 億 4 千万円

令和 2 年度補正予算（新型コロナウイルスワクチンの接種体制の確保・円
滑な接種の実施、学校・福祉施設・文化施設等における感染症対策等の実
施および支援、「エール！やまぐち」プレミアム共通商品券の発行の支援
など）の約 23 億 3 千万円を当初予算と一体的に執行する 15 か月予算と
して編成（総額約 900 億 6 千万円）

877億3千万円
一般会計予算総額

当初予算の概要

●一般会計歳出

●一般会計歳入
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に
伴
う
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併
算
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替
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の
終
了
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か
、
地
方
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計
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な
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り
、
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９
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収
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込
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付
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方
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基
づ
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臨
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す
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踏
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踏
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万
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0.3
％
減
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と
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り
ま
す
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般
会
計
歳
入

●
一
般
会
計
歳
出

区　　分 当初予算額 対前年伸率
国 民 健 康 保 険 200 億 2,873 万円 0.1％
後 期 高 齢 者 医 療 32 億 4,896 万円 ▲ 0.7％
介 護 保 険 180 億 7,233 万円 ▲ 1.8％
介護サービス事業 1,158 万円 ４.6％
駐 車 場 事 業 1 億 7,420 万円 260.8％
鋳銭司第二団地整備事業 16 億 5,270 万円 ▲ 12.4％
地 域 下 水 道 事 業 663 万円 ▲ 1.9％
国 民 宿 舎 900 万円 ▲ 0.0％
特 別 林 野 526 万円 ▲ 85.8％

合　　計 432 億 939 万円 ▲ 1.1％

特定事業を行う場合に、一般会計と区分して経理する
必要のあるときに設けることができる会計です。原則、
独立採算で運営します。

●特別会計の予算内訳
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築
く
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投
資
的
経
費
は
、
中
学
校
施
設
長
寿

命
化
事
業
費
等
は
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額
と
な
っ
た
も
の
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、
産
業
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
費
や

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
等
整
備
事
業
費

等
に
つ
い
て
、
事
業
の
進
捗
や
終
了
に
伴

い
大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
約

68
億
９
千
万
円
減
（
33.
0
％
減
）
と
な
り

ま
す
。

　
物
件
費
は
、
令
和
3
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
産
業
交
流
拠
点
施
設
や
産
業
交
流

ス
ペ
ー
ス
に
係
る
管
理
運
営
費
を
始
め
、

令
和
3
年
7
月
か
ら
開
催
す
る
山
口
ゆ
め

回
廊
博
覧
会
に
係
る
経
費
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
約
７
億
５
千
万
円
増
（
6.5
％
増
）

と
な
り
ま
す
。

自主財源自主財源
40.6% 40.6% 依存財源依存財源

59.4% 59.4% 

諸収入諸収入
18 億 5,068 万円18 億 5,068 万円
その他その他
24 億 3,337 万円24 億 3,337 万円

国庫支出金国庫支出金
120 億 9,239 万円120 億 9,239 万円

県支出金県支出金
65 億 7,282 万円65 億 7,282 万円

地方交付税地方交付税
141 億 6,400 万円141 億 6,400 万円

市債市債
134 億 2,740 万円134 億 2,740 万円

地方譲与税・交付金等地方譲与税・交付金等
58 億 6,000 万円58 億 6,000 万円

義務的経費義務的経費
50.8% 50.8% 

投資的経費投資的経費
16.0% 16.0% 

その他経費その他経費
33.2% 33.2% 

人件費人件費
153 億 2,782 万円153 億 2,782 万円

扶助費扶助費
191 億 9,523 万円191 億 9,523 万円

公債費公債費
100 億 2,042 万円100 億 2,042 万円

補助事業費補助事業費
40 億 2,337 万円40 億 2,337 万円

単独事業費単独事業費
94 億 2,238 万円94 億 2,238 万円

その他その他
（県事業負担金等）（県事業負担金等）
5 億 5,280 万円5 億 5,280 万円

物件費物件費
123 億 1,854 万円123 億 1,854 万円

補助費等補助費等
76 億 6,289 万円76 億 6,289 万円

繰出金繰出金
73 億 1,156 万円73 億 1,156 万円

その他（維持補修費等）その他（維持補修費等）
18 億 9,499 万円18 億 9,499 万円

◆今年度の当初予算の考え方
　令和３年度当初予算を「暮らしを守り　未来を築く」予算と位置付け、新型コロナ
ウイルス感染症への対応として、市民の皆さんの健康と命を守るための感染拡大防止
の取り組みと、地域経済の基盤となる「雇用と暮らし」を守り抜くための取り組みを、
引き続き全力で進めていくとともに、コロナ禍において明らかとなった課題や変化、
国全体でのデジタル化の流れにしっかりと対応し、本市のあらゆる地域で安心して住

市税市税
265 億 8,636 万円265 億 8,636 万円

繰入金繰入金
47 億 4,298 万円47 億 4,298 万円

新型コロナウイルス感染症対策やデジタル化などの社会の変化に新型コロナウイルス感染症対策やデジタル化などの社会の変化に
柔軟に対応可能な「新たな日常」の構築柔軟に対応可能な「新たな日常」の構築

　　　　　　　　　・「安心して豊かに暮らせるまちづくり」　　　　　　　　　・「安心して豊かに暮らせるまちづくり」
　　　　　　　　　・「新しい時代の流れを力にするまちづくり」　　　　　　　　　・「新しい時代の流れを力にするまちづくり」
　　　　　　　　　・「好影響・好循環のまちづくり」　　　　　　　　　・「好影響・好循環のまちづくり」

第二次山口市総合計画将来都市像

豊かな暮らし 交流と創造のまち 山口
～これが私のふるさとだ～

心かよう「市民サービス向上」

安全安心で快適な住環境「安全安心のまち」

魅力あふれる県都づくり「広域県央中核都市づくり」

協働による「個性と安心の21地域づくり」

将来を担う子どもたちを育む「教育・子育てなら山口」

産業活力・地域雇用を創出する「働く・起業なら山口」

山口の個性を高め暮らしを楽しむ「文化・スポーツ・観光なら山口」

生涯にわたって元気に暮らす「健康長寿のまち」

「暮らしを守り　未来を築く」予算

令和３年度当初予算のイメージ図  令和３年度当初予算のイメージ図  

８つの重点プロジェクト

2市報やまぐち　2021 年（令和 3 年）4 月 1 日号

み続けられるまちづくり、新しい時代に対応
したまちづくりを着実に進めていくことによ
り、社会の変化に柔軟に対応可能な、本市に
おける「新たな日常」の構築を目指します。

◆３つの「まちづくり」
「安心して豊かに暮らせるまちづくり」
　今に生きる市民の皆さんの暮らしの安心の
確保に向けて、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大の防止に向けた徹底した取り組み、
市内消費喚起の取り組み、新しい生活様式の
定着に向けた取り組みを進めます。

「新しい時代の流れを力にするまちづくり」
　スマートシティの構築に向けた取り組み
と、スマート自治体の取り組みを加速化し、
あらゆる分野におけるデジタル技術の活用を
進めるとともに、脱炭素社会の実現に向けた
取り組みを着実に進めます。

「好影響・好循環のまちづくり」
　産業交流拠点施設の供用開始や「山口ゆめ
回廊博覧会」の開催などを原動力として、新
たなひとやモノなどの流れを本市全体に対流
させ、本市全体の発展につなげていくため、
第二次山口市総合計画前期基本計画における
８つの重点プロジェクトを積極果敢に展開し
ます。

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
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画
経
営
課 

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
４
７ 

新型コロナウイルス感染症への切れ目のない対応（15カ月予算）

.
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特集   令和 3 年度 当初予算とまちづくりの概要

新型コロナウイルス感染症への対応と
アフターコロナにおけるデジタル社会を見据えた対応　アフターコロナにおけるデジタル社会を見据えた対応

　新型コロナウイルス感染症への対応

感染拡大防止に向けた取り組み強化
   　    　  　【2 億 860 万円】

保育園や幼稚園、小・中学校などにおける消毒液等
の保健衛生用品の十分な確保を図るとともに、避難
所や市立図書館、救急救助活動などにおける感染防
止対策の取り組みを強化します。

新型コロナウイルスワクチンの接種
   　    　  　【12 億 6,430 万円】

令和 3 年 2 月以降、医療従事者等への接種が進め
られています。今後、65歳以上の高齢者の方を始め、
全ての方が円滑に接種を受けられるよう体制を確保
し、接種を実施します。

安心の検査体制の確保　　　  【7,443 万円】
PCR 検査の必要な方が安心して迅速に検査を受け
ることができるよう、引き続き、山口市休日・夜間
急病診療所敷地内で「地域外来・検査センター」を
運営します。

検査費用の支援　　　　　 　 【1,517 万円】
感染した場合の重症化リスクが高い 65 歳以上の方
や基礎疾患を有する方が、発熱等の症状がない場合
でも検査を受けられるよう任意検査体制を確保する
とともに、検査費用の一部を助成します。

■感染拡大の防止に向けた徹底した取り組み

■市内消費喚起の取り組み
山口ゆめ回廊博覧会の実施    【7 億 628 万円】
7 月から 12 月までの期間、山口県央連携都市圏域
の 7 市町において、感染拡大防止策を徹底した上で、
周遊型博覧会「山口ゆめ回廊博覧会」を開催し、圏
域内の周遊促進による市内消費喚起を図ります。

安心快適住まいる助成事業   【1億5,400万円】
市内施工業者を利用した市民の住宅リフォーム工事費
用の一部を、商工団体が発行する商品券により対象工
事金額の 10%（上限 20 万円）を助成します。子育
て世帯については 15%（上限 30 万円）を助成します。

オンラインを活用した事業展開　  　　　
　　　　　　　　　　　 　     【1,391 万円】
市内事業者のオンライン上での採用活動に必要な経
費の支援を行います。また、移住・定住の促進に向
けたオンラインセミナーや、スマートフォンアプリを
活用したスポーツイベント「（仮称）やまぐちオンラ
インマラソン大会」を開催します。

■新しい生活様式の定着に向けた取り組み

テレワーク・ワーケーションニーズ等に
対応した新たな交流創出　    　    【938 万円】
中山間地域におけるコワーキングスペースでの仕事と田
舎暮らし体験を組み合わせたプログラムの実施や、南部
地域における実証事業を通じたプロモーションの実施、
湯田温泉の旅館・ホテルにおけるワーケーションニーズ
に対応した取り組みへの支援を行います。

スマートシティ推進ビジョンの策定・推進
   　    　  　【3,000 万円】

本市におけるスマートシティの構築に向けた具体的な
方向性を示す「山口市スマートシティ推進ビジョン」
の策定を進めます。また、生活全般にわたる幅広い分
野において、デジタル化の進展等を踏まえた先端的な
サービスの社会実装に向けた取り組みを進めます。

ICTを活用した教育の推進  【1億5,727万円】
全ての小・中学校における児童生徒一人一台のパソコ
ンの配備の完了に合わせ、情報教育支援アドバイザー
の新規配置や AI ドリル教材の引き続きの導入など、
ICT 機器を活用した学習活動の更なる充実を図ります。

デジタル技術活用・人材育成支援事業
   　    　  　【3,500 万円】

市内企業のデジタルトランスフォーメーション（DX）の
促進に向けたセミナー等の開催、DX による生産性向上
や新サービス開発の取り組みへの支援等を行います。ま
た、デジタル人材の育成に向けた取り組みを進めます。

■スマートシティの構築に向けた取り組み 利便性の高い交通システムの構築【4,908万円】
県と連携し、MaaS 用ウェブアプリ「ぶらやま」の
運用や、公共交通の利用状況調査・運行情報のデー
タ収集・分析を行うとともに、新山口駅と山口都市
核を結ぶ乗合タクシーの実証や、小型モビリティの
実証に取り組みます。また、本市独自の取り組みと
して、スマートフォンで利用可能なシェアサイクル
の実証事業に引き続き取り組むとともに、地域主体
のコミュニティタクシーの実証運行における AI 等
の活用を図ります。加えて、交通系 IC カード利用
システムの導入促進に向けた交通事業者への支援
を行います。

スマート農業の推進   　    　   【4,570 万円】
スマート農機等の導入に係る経費の一部への助成を行
います。また、山口大学と連携し、センサー技術を活
用した実証事業を行います。

スマート自治体推進事業　　 【9,929 万円】

母子健康アプリの導入　　　　   【90 万円】
子育て世代の負担軽減に向けて、母子健康手帳を補完
し、子育てに関する情報配信や子どもの予防接種のス
ケジュール管理機能を備えた、無料で利用可能なスマ
ホアプリを導入します。

小・中学校と保護者との連絡手段の
デジタル化　　　　　　　　　 【700 万円】
小・中学校と保護者間の迅速な情報伝達や学校・
保護者双方の負担軽減に向けて、ICT 技術を活用
した効率的な連絡手段の構築に向けた実証事業を
行います。

■スマート自治体の推進

市内事業者の「新しい生活様式」への
対応に向けた支援　　　　　  【6,000 万円】
市内事業者の新型コロナウイルス感染症予防対策ガ
イドラインへの対応や新たな業態にチャレンジする
ために行う備品・設備導入等に係る費用の一部を助
成します。

保育業務 ICT 化推進事業　　　【759 万円】
市立保育園 11 園に、保護者等の連絡機能、登降園
管理機能、写真投稿機能等を有する保育システムを
導入し、保育現場のデジタル化を推進します。

「エール！やまぐち」プレミアム共通商品券
の発行支援（第２弾）    　  　【7 億 1,000 万円】

「エール！やまぐち」プレミアム共通商品券の発行に
対して支援を行います。

【内容】10,000 円で 13,000 円分（プレミアム率 30%）
【販売数】20 万セット　【販売対象】山口市民
【対象施設】利用登録した市内の店舗
【販売期間】令和 3 年度上半期を予定（購入は事前申込制）

山口ゆめ回廊博覧会オープニングイベントのイメージ図

↑山口市 LINE 公
式アカウントの
ホーム画面

タブレット端末を活用した「書かなくていい窓口」のイメージ

デジタル技術を活用し
て、市民サービスの向上
と業務の効率化を図るス
マート自治体の取り組み
を進めます。オンライン
で完結できる手続きの
拡大や、タブレット端末
等を活用した「書かなく
ていい窓口」への段階的
な転換、手数料のキャッ
シュレス決済の拡大など
を進めます。
また、山口市 LINE 公式ア
カウントの機能充実とし
て、手続きの問い合わせ
が 24 時間 365 日いつで
も可能な AI 自動応答機能
等の導入を進めます。 友だち追加用

二次元コード→

AI ドリルを活用した授業 他校児童とのオンライン交流

助成対象となる事業のイメージ

まちづくりの概要

トイレの
洋式化工事

キャッシュレス決済
機器の導入体温検知機能付

顔認証カメラの導入
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将来を担う子どもたちを育む
「教育・子育てなら山口」

産業活力・地域雇用を創出する
「働く・起業なら山口」

生涯にわたって元気に暮らす
「健康長寿のまち」

山口の個性を高め暮らしを楽しむ「文化・スポーツ・観光なら山口」

安全安心で快適な住環境
「安全安心のまち」

特集   令和 3 年度 当初予算とまちづくりの概要特集   令和 3 年度 当初予算とまちづくりの概要

魅力あふれる県都づくり
「広域県央中核都市づくり」 ■広域交流拠点づくり～交流とビジネスを支えるまち～

■文化創造・広域観光拠点づくり
　～歴史と暮らしが調和した賑わいあふれるまち～

協働による
「個性と安心の 21 地域づくり」

阿知須総合支所・徳地総合支所の整備
【25 億 4,069 万円】

老朽化が進んでいる阿知須総合支所と徳地総合支所
の建替整備について、地域交流センターと消防団車
庫等を複合施設として一体整備します。また、徳地
総合支所については、これらに加えて、市立の診療
所を設置します。令和 4 年度の供用開始に向けて、
建設工事等を進めます。

阿東地域交流センター篠生分館建設事業
 【8,249 万円】

令和 4 年度の供用開始を目指し、実施設計を行い、
建設工事に着手します。

地域づくり交付金　　　　  【1億9,883万円】
市内 21 の地域が主体的に使い途を決定できる地域
づくり交付金を交付します。また、関係人口の創出・
拡大につながる取り組みなどに対する特別交付金制
度を創設します。

中学生までの子ども医療費の無料化
【8 億 9,977 万円】

10 月から新たに、父母の所得に関わらず全ての中
学生の通院を含む保険診療の自己負担分を無料化し
ます。これにより、乳幼児から中学生までの保険診
療の自己負担分はすべて無料となります。

保育園・放課後児童クラブの定員拡大
【58 億 8,411 万円】

保育園等の保育施設の定員を 161 人拡大し、また、
放課後児童クラブの定員を 105 人拡大します。

新規就農者支援事業   　　    　【4,452万円】
新たな担い手の育成に向けて、新規就農者や指導農
家等に対して、現地就農体験、経営ノウハウ等の習
得に向けた実践的な研修、施設整備・機械器具の整
備などに係る費用への支援を行います。

就職支援事業   　  　　　    　【3,336 万円】
山口県央連携都市圏域の中学生や高校生を対象と
して、圏域内の企業紹介や職業体験のブースを設置
した総合的な職業理解
フェア「やまぐち未来の
しごとフェスタ」（みら
フェス）を、産業交流拠
点施設で開催します。

鋳銭司第二団地整備   　   【16 億 5,270 万円】
新たな産業団地である鋳銭司第二団地について、引
き続き団地造成工事・周辺整備工事を実施します。
令和 4 年度の分譲開始を予定しています。

東京 2020 オリンピック・パラリンピックを
契機とした地域活性化　　　　  【6,402万円】
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大
会の開催機運を向上させる取り組みとして、水泳ス
ペイン代表チームの事前キャンプ受け入れ、聖火リ
レー、パブリック・ビューイングなどを実施します。
また、東京 2020 パラリンピック競技大会における
山口県聖火フェスティバルに向けて、山口市採火式
を行います。

地域包括ケアシステムの充実に向けた
地域包括支援センターの体制強化

【2 億 9,370 万円】
北東地域（仁保・小鯖・大内・宮野）と川西地域（嘉川・
佐山・小郡・阿知須）において地域包括支援センター
を各 1 カ所増設します。令和 4 年 4 月の開所を予
定しています。

総合病院の建替え支援  　  【8 億 3,942 万円】
綜合病院山口赤十字病院と済生会山口総合病院の病
棟等の建替え支援を行います。

総合浸水対策事業   　　　  【2億5,700万円】
重点的な浸水対策と
して、雨水貯留施設
の整備、取水ゲート
の電動化、公共施設
における雨水浸透ま
すの設置等の取り組
みを進めます。

山口市可燃ごみ指定収集袋への
バイオマスプラスチックの導入【4,342 万円】
地球温暖化防止対策として、バイオマスプラスチッ
ク含有率 10% の可燃ごみ指定収集袋を導入し、二
酸化炭素の排出量を削減します。

新本庁舎の整備　　　　【7 億 8,650 万円】
令和 6 年度の供用開始に向けて、実施設計・造成
設計に着手するとともに、執務室のレイアウト調
査、周辺道路の整備に向けた測量、中央駐車場の
建替に向けた設計・調査等を行います。

中心市街地活性化対策事業 【1,701万円】
来街者の増加に向けて、中心市街地における店
舗・イベントの情報発信を行うとともに、中心
商店街をクリエイティブな「学びの場」として
活用する「まちなかクリエイティブフィールド
事業」の展開や、人材育成の取り組みを進めます。

湯田温泉における多世代交流・
健康増進拠点施設の整備【2億3,866万円】
令和 6 年度の供用開始に向けて、用地取得、地
質調査、造成設計、実施設計を行います。また、
周辺道路の整備として、湯田温泉五丁目 4 号線
の改良に向けて、用地取得・建物補償等を行い
ます。

　山口都市核づくり

　小郡都市核づくり

産業交流拠点施設のオープン【3億8,209万円】
4 月に産業交流スペース「Megriba（メグリバ）」、
メディフィットラボ、アカデミーハウス、会議室、
スタジオ、7 月にメインホールの供用を開始します。
施設の利用拡大に向けて、開館記念事業を始めとし
たイベントを連続的に開催します。
産業交流スペース管理運営事業【6,144 万円】
産業交流スペース「Megriba」において、山口商工
会議所を始めとした関係支援機関と連携し、起業創
業支援や、市内企業の経営改善支援、新事業創出支
援などを行います。4 月にオープニングイベントを
開催し、施設の PR と利用促進につなげます。

産業交流拠点施設を活用した
新たな交流創出・魅力発信　【1億1,000万円】
体験型イベント「O

ア ウ ト

ut o
オブ

f K
キ ッ ザ ニ ア

idZania i
イン

n やまぐち
2021」や、山口ゆめ回廊物産フェアなどを開催し、
新たな交流創出を図ります。

保育園における使用済み紙おむつの回収・処分
　　　　　　　　　　　【1,295 万円】

現在、保護者が持ち帰ることになっている使用済み紙
おむつについて、10 月から全市立保育園で回収・処
分します。私立保育園等については、紙おむつの処分
に必要となる保管庫の設置に対して支援を行います。

山口ゆめ回廊博覧会文化交流推進事業　　　
　　　　　　　　　　　　　　 【1 億 300 万円】
山口ゆめ回廊博覧会の開催に合わせ、アートイベ
ント「まちなみアート」（大内文化ゾーン）、暮らし
とデザインをテーマにしたイベント「（仮称）やま
ぐち×ロヴァニエミ デザインウィーク」（産業交流
拠点施設）、体験型美術展覧会「びじゅチューン！
×山口ゆめ回廊博覧会なりきり美術館」（NHK 山口
放送局・山口情報芸術センター）等を開催します。

心かよう「市民サービス向上」
スマート自治体対応型の職員育成
デジタル化を通じた市民サービスの向上や業務の効
率化を図るため、職員の人材育成を進めます。

敷地南側上空から見た山口市産業交流拠点施設（イメージ図）

整備中の赤妻 2 号雨水貯留施設

アカデミーハウスアカデミーハウス

令
和
通
り

令
和
通
り

立体駐車場立体駐車場

メインホールメインホール

産業交流スペース Megriba産業交流スペース Megriba

メディフィットメディフィット
ラボラボ

包括的支援体制構築事業    　　  【520 万円】
地域共生社会の実現に向けて、複合的な課題への相
談対応を行う「（仮称）やまぐち まちの相談室」を
中央地域（大殿・白石・湯田）と川東地域（陶・鋳
銭司・名田島・秋穂二島・秋穂）の地域包括支援セ
ンターに新たに設置します。令和 5 年度を目途に全
地域包括支援センターへの設置を目指します。

行政手続きにおける
「さよなら押印プロジェクト」の推進
行政手続きのデジタル化を進め、市民の皆さんの負
担軽減を図るため、市へ提出いただく申請書等への
押印の義務付けを段階的に廃止します。

北口駅前広場北口駅前広場

公的機関等公的機関等
オフィスオフィス

令和 2 年度に開催した「みらフェス」の様子
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ジタル化推進体制の強化デ

マイナンバーカード交付担当を設置
新設 市民課内に

学校教育課情報化支援担当を

　③先進の教育環境づくりとして、小中学
校における１人１台のパソコンやデジタル
教科書等の活用にあたり、学校への支援体
制を強化することにより、デジタル教育の
更なる充実を図ります。

学校教育課☎ 083-934-2978

デジタル推進課に改称

情報企画課を改称 改称

 問 

 問 

 問 

　①国のデジタル化の
流れに迅速に対応し、
オンラインで完結でき
る手続の対象拡大や、
タブレット端末等を活用した「書かなく
ていい窓口」への段階的な転換など、市
民の皆さんの利便性向上につながる取り
組みを加速化します。

デジタル推進課☎ 083-934-2991

　②デジタル化の基盤となるマイナンバー
カードの交付体制を強化します。

市民課☎ 083-934-2927

　健康増進課の 2 担当制を見直し、ワク
チン接種の迅速かつ円滑な推進、地域外
来・検査センターの運営等の感染症対策
等を担う「新型コロナウイルス感染症対
策室」を設置し、市民の健康づくり、栄

新

 問 

型コロナウイルス感染症対策
にあわせた健康増進課の体制強化 

新型コロナウイルス
感染症対策室を設置

新設 健康増進課内に

地域医療担当に改称

改称 健康増進課元気いきいき推進担当を2 月１日先行設置

養改善指導、保健師活動等を担う「健康
づくり担当」、（仮称）徳地診療所の設置
をはじめとする地域医療提供体制の整備、
休日・夜間急病診療所等の運営や健康診
査の実施等を担う「地域医療担当」の１
室２担当制に強化します。

健康増進課☎ 083-921-2666　 

コロナ禍において明らかとなった課題や変化をはじめ、今後の人口減少・少子高齢化の進展に伴う
課題や、便利で豊かな未来社会「Society5.0」の実現に向けたデジタル化の流れにしっかりと対応
するため、４月１日付けで組織の一部を改編します（一部２月１日付けで実施）。主な内容は次の
とおりです。  問 総務課 ☎ 083-934-2909

令和 3 年度 組織改編のお知らせ

表
紙
の
写
真

ゆ
く
元
号
、
く
る
元
号

　
今
回
の
表
紙
は
、
特
集
で
取
り
上

げ
た
「
平
成
」
に
ち
な
ん
だ
写
真
に

し
ま
し
た
。
お
二
人
は
、
山
口
市
出

身
で
小
郡
在
住
の
松
永
真
也
さ
ん
、

紋
佳
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。
新
山
口
駅

北
口
駅
前
広
場
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　

紋
佳
さ
ん
は
平
成
元
年
生
ま
れ
。

お
腹
に
い
る
お
子
さ
ん
は
、
新
元
号

に
な
る
5
月
に
出
産
予
定
だ
そ
う
で

す
。
学
生
の
時
は
、
旧
小
郡
駅
か
ら

通
学
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、「
学

生
が
通
学
以
外
に
も
利
用
で
き
て
、

い
つ
も
活
気
に
溢
れ
た
場
所
に
な
れ

ば
い
い
な
」
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
国
の
内
外
、
天
地
と
も
平
和
が
達

成
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
の
「
平
成
」。

新
元
号
は
ど
の
よ
う
な
意
味
や
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
お
子
さ

ん
が
こ
の
山
口
の
ま
ち
で
元
気
に
育

っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

●
窓
口
混
雑
状
況
が
ス
マ
ホ
等
か
ら

　
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
の
市
役
所
は
「
窓
口
が
今

ど
の
く
ら
い
混
ん
で
い
る
の
か
、
行
っ

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
状

態
で
し
た
が
、こ
れ
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

　
３
月
22
日
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
か
ら
市
役
所
窓
口
の
混
雑
状
況
を
確

認
し
た
り
、
も
う
す
ぐ
呼
ば
れ
る
番
号

を
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開

始
（
山
口
総
合
支
所
市
民
課
、
小
郡
総

合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
の
み
）
し
ま

し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ
ば
、

混
雑
を
避
け
て
来
庁
し
て
い
た
だ
け
た

り
、
現
在
呼
び
出
し
中
の
番
号
や
も
う

す
ぐ
呼
ば
れ
る
番
号
を
確
認
で
き
る
の

で
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
で
長
時
間
待
つ
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

 

問 
市
民
課

☎
０
８
３-

９
３
４-

２
７
７
１

表
紙
の
写
真

ゆ
く
元
号
、
く
る
元
号

　
今
回
の
表
紙
は
、
特
集
で
取
り
上

げ
た
「
平
成
」
に
ち
な
ん
だ
写
真
に

し
ま
し
た
。
お
二
人
は
、
山
口
市
出

身
で
小
郡
在
住
の
松
永
真
也
さ
ん
、

紋
佳
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。
新
山
口
駅

北
口
駅
前
広
場
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　

紋
佳
さ
ん
は
平
成
元
年
生
ま
れ
。

お
腹
に
い
る
お
子
さ
ん
は
、
新
元
号

に
な
る
5
月
に
出
産
予
定
だ
そ
う
で

す
。
学
生
の
時
は
、
旧
小
郡
駅
か
ら

通
学
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、「
学

生
が
通
学
以
外
に
も
利
用
で
き
て
、

い
つ
も
活
気
に
溢
れ
た
場
所
に
な
れ

ば
い
い
な
」
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
国
の
内
外
、
天
地
と
も
平
和
が
達

成
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
の
「
平
成
」。

新
元
号
は
ど
の
よ
う
な
意
味
や
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
お
子
さ

ん
が
こ
の
山
口
の
ま
ち
で
元
気
に
育

っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
時
刻
改
正

　
令
和
3
年
4
月
１
日
か
ら
、
山
口
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
時
刻
を
改
正
し

ま
す
。

　

改
正
後
の
時
刻
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
お
よ
び
山
口
市
総
合
時
刻
表
（
令
和

3
年
4
月
1
日
改
訂
版
）、
山
口
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
時
刻
表
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
総
合
時
刻
表
は
、
4
月
以
降
、

各
総
合
支
所
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
等

に
設
置
し
ま
す
。

　
●
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

　
　
増
設
し
ま
し
た

　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
と
は
、
市
内
各
所

に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
れ

ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
ど

こ
で
も
自
転
車
を
レ
ン
タ
ル
・
返
却
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
13
カ

所
に
加
え
、新
た
に
小
郡
総
合
支
所
、「
山

口
市
産
業
交
流
拠
点
施
設　
K
D
D
I

維
新
ホ
ー
ル
」
駐
輪
場
、
山
口
ふ
る
さ

と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
に
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
増
設
し
ま
す
。

　

観
光
は
も
ち
ろ
ん
、
通
勤
や
ち
ょ
っ

と
し
た
買
い
物
、
お
出
か
け
等
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

交
通
政
策
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
７
２
９

消防業務の体制整備

　①災害時における消火活動
等の警防業務と人命救助との
一層の連携強化を図るため、救急救助課
内の「救助担当」を警防課へ移管し、「警
防担当」と統合して「警防・救助担当」
に改称します。
　②救急業務のさらなる高度化を推進し
専門的に対応するため、「救急救助課」
を「救急課」に改称します。
　③新本庁舎整備と同時に山口市、萩市、
防府市の 3 市の枠組みで行う消防通信指
令業務の共同運用の準備を進めるため、
通信指令課内に「消防指令センター準備
室」を設置します。

消防総務課☎ 083-932-2623

年後見制度の
相談支援体制の構築
成

成年後見担当を設置
新設 高齢福祉課内に

　子ども・子育て支援に関する
事業の拡充により業務が複雑化、多様化して
いることから、体制の強化を図るため、こど
も未来課内の「こども支援担当」を「こども
企画担当」、「手当給付担当」の２担当に、保
育幼稚園課内の「保育幼稚園担当」を「管理
担当」、「認定給付担当」、「施設担当」の３担
当に分割します。

こども未来課☎ 083-934-2756
 保育幼稚園課☎ 083-934-2798

子

３市合同で行う広域的な
消防指令センターのイメージ図

 問 

 問 

 問 

　認知症等で判断能力が不十分となった人の
財産管理や福祉サービスの契約等を支援する

「成年後見制度」の相談支援窓口のワンストッ
プ化のための体制を整備します。

高齢福祉課 ☎ 083-934-2600

 問 公
共
交
通
に
関
す
る
お
知
ら
せ

公
共
交
通
に
関
す
る
お
知
ら
せ

ども・子育て支援
のための体制整備

順番が
近づい

たら

LINEや
Eメー

ルで

通知す
る機能

も！

ご利用は
こちらから

デジタル教育推進室に改称

リマインド通知

受付番号 2007
まもなくあなたの番
です。受付の近くで
お待ちください。
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ある日、高校の教室で中原中也の詩を
ノートに書き写していました。背表紙の
取れかけた、その古い詩集を、まもなく
図書館へ返さなければならなかったので
す。いつまでも、そばに置いて読んでい
たいと思いました。
その頃、詩を書こうとは思いませんでし
た。詩はわからないものでした。今でも
わたしにとって、詩はわからないもので
ありつづけています。今までに辿り着い
たことのない、知らない場所へ行こうと
して、書きながら探しています。
『水際』は、詩をはじめてから約一年間
に書いたものをまとめた詩集です。こ
れから先、ずっと長い時間のなかで、
なにを、どう書いていくのか。わから
ないということは、怖さであり、楽し
さでもあります。ただ、少しでもいい
ものを探して、少しでも長く書きつづ
けられたらと思います。どこまでも遠
くへ行きたいです。

「
み
ず
ぎ
わ
」

「
み
ず
ぎ
わ
」

五
丁
目
か
ら
届
い
た

は
が
き
を
持
っ
て

バ
ス
に
乗
っ
た

十
日
分
の
荷
物
と
八
歳
の
妹
も
一
緒
に

妹
は
さ
ら
に
幾
日
分
か
の
下
着
を
持
た
さ
れ
て
い
る

七
丁
目
の
先
は
運
河
で
あ
っ
た

は
ね
上
が
っ
た
橋
が
壁
の
よ
う
で
す

私
た
ち
は
鏡
の
前
で
健
康
的
に
微
笑
ん
だ

お
か
し
い

眉
が
な
い
せ
い
だ
と
言
わ
れ

鉛
筆
を
取
り
出
す

薄
い
ポ
ケ
ッ
ト
の
爪
切
り
ま
で

賽
銭
の
や
り
方
で
投
げ
出
し
て

河
は
イ
ン
ク
を
撹
拌
す
る

―
受
賞
作
品
『
水
際
』
所
収

　「
み
ず
ぎ
わ
」
よ
り
抜
粋

受
賞
者
決
定

　
中
原
中
也
賞
は
、
日
本
の
近
代
詩
史
に

足
跡
を
残
し
た
本
市
出
身
の
詩
人
、
中
原

中
也
の
業
績
を
永
く
顕
彰
す
る
た
め
に
創

設
し
た
文
学
賞
で
す
。

　
第
26
回
と
な
る
中
原
中
也
賞
は
、
２
月

に
行
わ
れ
た
選
考
会
に
お
い
て
、
令
和
元

年
12
月
1
日
か
ら
令
和
２
年
11
月
30
日
ま

で
に
刊
行
さ
れ
た
現
代
詩
の
詩
集
2
６
８

点
の
中
か
ら
、
小
島
日
和
さ
ん
の
『
水み
ず

際ぎ
わ

』

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
に
は
、
正
賞
と
し
て
中
原
中
也

ブ
ロ
ン
ズ
像
と
、
副
賞
と
し
て
1
0
0
万

円
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、４
月
29
日（
木・

祝
）
に
第
26
回
中
原
中
也
賞
の
贈
呈
式
と

萩
原
朔
美
氏
（
多
摩
美
術
大
学
名
誉
教
授
・

前
橋
文
学
館
館
長
）
に
よ
る
記
念
講
演
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

文

化

交

流

課

☎
０
８
３ -

９
３
４ -

２
７
１
７

選
考
委
員
評

　
1
月
に
開
催
さ
れ
た
推
薦
会
に
お
い
て

最
終
候
補
作
品
の
7
冊
が
選
ば
れ
、
選
考

会
の
対
象
と
さ
れ
た
。

　
候
補
作
７
冊
の
な
か
で
、
最
終
的
に
大

島
静
流
『
飛
石
の
上
』、小
島
日
和
『
水
際
』

の
２
冊
を
め
ぐ
っ
て
、
長
い
討
議
が
行
わ

れ
た
。
と
も
に
同
年
齢
、
イ
ン
カ
レ
ポ
エ

ト
リ
叢そ
う

書し
ょ

シ
リ
ー
ズ
の
２
冊
で
あ
る
。
ど

ち
ら
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
詩
集
だ

が
、
ま
っ
た
く
言
葉
の
出
し
方
が
違
っ
て

い
る
。　

　
小
島
日
和
『
水
際
』
は
、
の
び
や
か
で

な
め
ら
か
な
言
葉
を
駆
使
し
て
、
日
常
の

現
実
の
時
間
を
手
さ
ぐ
り
で
描
く
。
母
親
、

父
親
、
故
郷
な
ど
、
作
者
が
捨
て
て
き
た

分
厚
い
過
去
の
歴
史
を
再
現
し
よ
う
と
す

る
試
み
。
詩
句
が
成
立
す
る
背
景
の
物
語

が
大
き
く
、
こ
こ
に
は
や
わ
ら
か
な
作
者

の
声
が
明
確
に
あ
る
。

　
未
知
数
だ
が
、
発
展
段
階
の
個
性
が
十

分
発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
員
一

致
で
、
第
26
回
中
原
中
也
賞
受
賞
作
品
に

決
定
し
た
。

受賞者コメント

第 26 回

1997 年、東京都生まれ、福岡県育ち。早稲
田大学卒。2019 年の春頃から詩作をはじめ
る。およそ1年間に書いたものを詩集『水際』
（七月堂）にまとめた。

中
原
中
也
賞

問問

小島日和

小島日和
『水際』（七月堂）

ちょっと
紹介！

作
品
の
世
界

作
品
の
世
界

　
3
月
7
日
（
日
）、
山
口
市
民
会
館
で
、

令
和
2
年
度
山
口
市
美
術
展
覧
会
の
表
彰

式
を
行
い
、
渡
辺
市
長
ら
が
入
賞
者
に
表

彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
16
歳
～
85
歳
ま

で
の
市
民
か
ら
１
３
６
点
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
15
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
大
賞
に
輝
い
た
阿
部
睿
子
さ
ん
の
絵
画

「
春
は
ひ
そ
や
か
に
…
」
は
、
山
口
市
糸

米
の
木
戸
神
社
か
ら
兄
弟
山
へ
行
く
道
で

毎
年
春
に
な
る
と
咲
く
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
が

描
か
れ
た
作
品
で
す
。
岩
絵
の
具
や
水
干

絵
の
具
で
2
年
以
上
か
け
て
じ
っ
く
り
と

描
か
れ
、
枯
れ
葉
を
押
し
の
け
て
花
を
咲

か
せ
る
姿
や
そ
の
生
命
力
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

阿
部
さ
ん
は

「
大
変
光
栄
に
思

う
。
未
熟
で
地
味

な
作
品
だ
が
、
今

回
の
受
賞
を
出
発

点
と
し
て
創
作
活

動
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
渡

辺
市
長
は
「
今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
は
、
こ
の
度
の
受
賞
を
励
み
と
さ
れ
、

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、
楽
し
み

な
が
ら
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

文
化
交
流
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
７
１
７

　

2
月
16
日
（
火
）、
山
口
、
周
南
、
防

府
の
3
市
に
あ
る
企
業
な
ど
の
労
働
組
合

が
加
盟
す
る
連
合
山
口
県
央
地
域
協
議
会

の
山
口
地
区
会
議
か
ら
、
体
温
検
知
機
能

付
顔
認
証
カ
メ
ラ
1
台
、
足
踏
み
式
消
毒

ス
タ
ン
ド
10
台
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

同
日
、
山
口
市

役
所
を
訪
れ
た
同

協
議
会
山
口
地
区

会
議
の
大
塚
尚
代

表
は
「
感
染
症
拡

大
防
止
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
渡
辺
市

長
に
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
渡
辺
市
長
は
「
心
温
ま
る
ご
寄
贈

に
感
謝
す
る
。
感
染
予
防
対
策
に
十
分
に

活
用
す
る
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
体
温
検
知
機
能
付
顔
認
証
カ
メ
ラ
は
体

温
と
マ
ス
ク
着
用
の
有
無
が
分
か
る
も
の

で
、
山
口
総
合
支
所
福
祉
総
合
相
談
窓
口

の
出
入
口
に
設
置
し
、
消
毒
ス
タ
ン
ド
は
、

山
口
総
合
支
所
各
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
な
ど
に
設
置
し
ま
す
。

管
財
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
７
３
１

　
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
レ
ノ
フ
ァ
山
口
の
河
村
孝

代
表
取
締
役
社
長
、
渡
邉
晋
監
督
、
高
木
大

輔
選
手
の
3
人
が
、
2
月
15
日
（
月
）、
山

口
市
役
所
を
訪
問
さ
れ
、
渡
辺
市
長
に
今

シ
ー
ズ
ン
の
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
村
社
長
は
「
原
点
に
戻
り
２
年
か
け

て
Ｊ
１
昇
格
を
目
指
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

渡
辺
市
長
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
や
タ
オ
ル
を
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
渡
邉
監
督
は
「
力
と
情

熱
の
あ
る
プ
レ
ー
を
見
せ
、
Ｊ
１
昇
格
へ

の
本
気
度
を
示
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
1
年
半
ぶ
り
に
レ
ノ

フ
ァ
山
口
に
復
帰
し
、
2
度
目
の
山
口
市

ご
当
地
シ
ャ
レ
ン
選
手
を
務
め
る
高
木
大

輔
選
手
は
「
試
合
で
活
躍
し
て
、
さ
ら
に

山
口
市
を
盛
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
全

力
を
尽
く
す
」
と

意
気
込
み
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
渡

辺
市
長
は
「
2
年

と
言
わ
ず
、
1
年

で
Ｊ
１
昇
格
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
８
７
３　

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS問   問   

問   問   

レ
ノ
フ
ァ
山
口
の
渡
邉
監
督
ら
が

山
口
市
役
所
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た

問   問   

市
美
術
展
覧
会
の
大
賞
に
阿
部

睿
子
さ
ん
の
作
品
「
春
は
ひ
そ

や
か
に
…
」
が
選
ば
れ
ま
し
た

レノファ山口の監督らと市長

大塚代表と渡辺市長

阿部さんと渡辺市長

連
合
山
口
県
央
地
域
協
議
会
山
口
地

区
会
議
か
ら
感
染
症
対
策
の
た
め
の

物
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

表
紙
の
写
真

「
朗
ら
か
な
顔
だ
ね
」

　
表
紙
の
写
真
は
、
大
内
人
形
の
絵
付
け

の
ひ
と
コ
マ
で
す
。
こ
の
た
び
開
催
さ
れ

た
、
大
内
塗
の
歴
史
と
未
来
を
紹
介
す
る

企
画
展「
百
花
繚
乱・大
内
塗
」に
あ
わ
せ
、

中
村
民
芸
社
の
工
房
を
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
今
、
人
形
に
命
が

吹
き
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
中
村
さ
ん
の
手
が
す
っ
と
流
れ
、
や
わ

ら
か
く
も
力
強
い
タ
ッ
チ
で
筆
が
走
る
と
、

あ
の
愛
ら
し
い
大
内
人
形
が
コ
ロ
ン
と
誕

生
し
ま
す
。
理
想
の
顔
っ
て
ど
ん
な
も
の

で
す
か
と
尋
ね
る
と
、「
朗
ら
か
な
顔
だ
ね
」

と
の
答
え
。
作
り
手
の
心
が
人
形
に
も
あ

ら
わ
れ
る
の
で
、
絵
付
け
に
は
穏
や
か
な

心
で
臨
む
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
心
持
ち
で

描
け
た
人
形
か
ら
、
不
思
議
と
お
客
さ
ん

も
手
に
さ
れ
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
大
内
人
形
が
持
ち
主
に
か
わ
い
が
ら

れ
、
そ
の
人
の
思
い
出
を
呼
び
覚
ま
す
も

の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
中
村
さ
ん
は
言
い

ま
す
。
こ
の
朗
ら
か
な
顔
を
眺
め
て
い
る

と
、
あ
た
た
か
く
も
な
つ
か
し
い
、
そ
ん

な
思
い
出
に
包
ま
れ
そ
う
で
す
ね
。

じっくり見ると顔つきがほんの少
し違うんです。なんだか会話も聞
こえてきそう？

問 広報広聴課 ☎ 083-934-2753
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山口ゆめ回廊博覧会って、なあに？
「山口ゆめ回廊」の 7 市町が連携し、圏域全体を会場として
行う博覧会です。この博覧会では、豊かな地域資源を生かし
た魅力的なイベントや、新たな「まち歩き」プログラムなど
多数の催し物を各地で開催します。
※新型コロナウイルス感染症への対策を充分に実施します
が、情勢によりイベントを中止、または内容を変更する場合
があります。
■■会期会期　7 月 1 日～ 12 月 31 日
問 山口ゆめ回廊博覧会推進室 ☎ 083-934-4152問問

いよいよ開催！山口ゆめ回廊博覧会いよいよ開催！山口ゆめ回廊博覧会

7 月に開催する博覧会の主なイベント7 月に開催する博覧会の主なイベント

■ 場 所　各市町
■内容　スマートフォ

ンを活用したスタン
プラリー。圏域内の各
市町に設置された立
ち寄りポイントを訪
問し、5 つ以上のポイ
ントでデジタルスタ
ンプを取得すると豪
華賞品があたります。

オープニングイベント
「こんにちは ゆめはく！」

33 日日

■場所　ＪＲ新山口駅
北口駅前広場

■内容　圏域の魅力的な
ショップ出店に加え、
アーティストの曽谷朝
絵氏による作品を展
開。また、チェーンソー
アートの展示、音楽ラ
イブでオープニングを
盛り上げます。

44 日（土・日）日（土・日）

ゆめ散歩 PREMIUM
プログラム

随随

■ 場 所　各市町
■内容　特別な場所で

のちょっと贅沢な体
験や地元ガイドが案
内する「まち歩き」な
ど、地域をより深く知
り楽しむ体験・ガイド
ツアー。各市町 3 つ、
計 21 の特別プログラ
ムを展開します。

時開催時開催

うちら！ななゆめ調査団
「海の七姫と光の護符」

33

■ 場 所　各市町
■内容　地図をたより

に隠された宝箱を探
し出すリアル宝探し
ゲーム第 3 弾。かわ
いい妖怪たちと一緒
に世界を救う旅に出
よ う。 各 市 町 3 つ、
計 21 エリアで実施し
ます。

日（土）から日（土）から

日時　5 月 1 日（土）～ 5 日（水・祝）
　9 時～ 17 時 30 分
場所　萩市民体育館（椿 3395-1）

萩焼まつり実行委員会
　☎ 0838-25-3333

約５万本のコバノミツバツツジを
はじめ各種ツツジが毎年、園内を
色鮮やかに彩ります。
期間　4 月中旬～下旬
駐車場　約 620 台

江汐公園（大字高畑字西山根
401-1）☎ 0836-83-5378

幻想的な世界に癒されませんか。
日時　4 月 4 日（日）まで
　18 時 30 分～ 22 時（火曜休館）
場所　ときわ公園（大字沖宇部

254）
宇部市ときわ公園課

☎ 0836-54-0551

日時　6 月 9 日（水）まで
　9 時～ 17 時（木曜休館）
料金　一般 800 円、中高生 400 円、

小学生 250 円
  安 野 光 雅 美 術 館（ 後 田 イ

60-1）☎ 0856-72-4155
ときわ公園
夜桜ライトアップ

約 150 本の桜をお楽しみください。
期間　3 月下旬～ 4 月初旬
場所　美祢市役所横厚狭川河川敷
（大嶺町東分 326-1）

美祢市商工労働課
　☎ 0837-52-5224

萩焼まつり厚狭川河川敷の桜 安野光雅追悼展

江汐公園のツツジ

美祢美祢 萩萩 津和野津和野

山陽山陽
小野田小野田 宇部宇部

地元の学校で育てられた花々を、
プランターで防府天満宮の大石段
に並べて花文字を表現します。
期間　4 月 14 日（水）～ 5 月 15

日（土）
防府天満宮（松崎町 14-1）

☎ 0835-23-7700

防府天満宮
大石段花回廊

防府防府

問所
問

問所問所

問

問

圏域の市町におでかけしよう！圏域の市町におでかけしよう！

「山口ゆめ回廊」とは、山口市、宇部市、萩市、防府市、
美祢市、山陽小野田市、島根県津和野町の 7 市町が形
成する山口県央連携都市圏域の愛称です。このページ
では、各地域の魅力あふれる催しと、今年 7 月から開
催する「山口ゆめ回廊博覧会」の情報をお届けします。

圏域 7市町の
イベント情報

ＪＡＦ中国
ドライブスタンプラリー

44 月下旬から月下旬から
先行開催！先行開催！
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新型コロナウイルス感染症の検査も実施中

新型コロナ新型コロナ

現時点では、次の順の見込みです。
①医療従事者等
②高齢者（昭和 32 年 4 月 1 日以前に生まれた方）、

一定の要件を満たす高齢者施設の従事者
③基礎疾患を有する方、高齢者が入所・居住する施

設の従事者
④それ以外の方

ワクチン接種に関するお知らせ③ワクチン接種に関するお知らせ③
新型コロナワクチン接種に関するよくあるお問い合わ
せを掲載します。なお、回答内容は３月 16 日時点の
情報のため、今後の情勢により内容が変わる場合があ
ります。

Q1. 接種順位はどのような順番ですか。

予診票に、基礎疾患について記載する箇所がありま
す。予診票へのご本人の記載をもとに、接種当日に
問診または診察で医師が判断します。

Q2. 基礎疾患を有する方に当てはまるかどうか
はどのように判断しますか。

4 月 12 日から高齢者へ接種開始することとしていま
すが、県からのワクチン配分量に基づいた具体的な
日程や会場等は、現在調整しているところです。そ
の他の方の接種可能時期も含め、決まり次第、市ウ
ェブサイトや市報等でお知らせします。

Q3. いつ接種できますか。

高齢者へは 3 月下旬に発送しました。それ以外の方
は接種開始までにお送りしますが、具体的な発送時
期は未定です。決まり次第、市ウェブサイトや市報
等でお知らせします。

Q5. 接種券はいつ発送しますか。

接種券、案内文書、予診票、説明書を、対象となる
市民の方に個別に郵送します。接種が始まるまで大
切に保管してください。

Q6. 接種券はどのように配布しますか。

住民票がある住所に届きます。

Q7. 接種券はどこに届きますか。

住民票のある自治体での接種が原則ですが、次のよ
うな事情のある方は、住所地以外での接種も可能と
なる見込みです。
①入院・入所中の住所地以外の医療機関や施設で接

種を希望する方
②基礎疾患で治療中の医療機関で接種を希望する方
③お住まいが住所地と異なる方
※具体的な手続きは、国から詳細が示され次第、市

ウェブサイトや市報等でお知らせします。

Q8. 山口市外でも接種できますか。

現在調整中です。決まり次第、市ウェブサイトや市
報等でお知らせします。

Q9. 予約はどうすればいいですか。

接種を受けるかどうかは、ご自身の判断になります。
新型コロナワクチンの接種は、市民の皆さんに受け
ていただくようお勧めしていますが、接種を受ける
ことは強制ではありません。
予防接種を受ける方には、予防接種による感染症予
防の効果と副反応のリスクの双方についてご理解い
ただいた上で、自らの意志で接種を受けていただき
ます。受ける方の同意なく接種が行われることはあ
りません。
職場や周りの方などに接種を強制したり、接種を受
けていない人に差別的な扱いをすることのないよう、
お願いします。

Q10.接種は必ず受けなければいけないのですか。

最新の情報は下記または市ウェブサイトで
山口市接種予約・相談センター

☎ 050-3644-7665（平日 9 時～ 17 時）
※ 4 月 1 日からは毎日 9 時～ 20 時受付
フ 083-921-2672（聴覚に障がいのある方）

現在調整中です。決まり次第、市ウェブサイトや市
報等でお知らせします。本市では、各医療機関にお
ける個別接種と、集団接種会場の両方で実施する予
定です。

Q4. どこで接種できますか。

感染した場合の重症化リスクが高い下記の対象者
のうち、希望する方に検査を行っています。
■日時　毎週水曜 8 時 30 分～ 10 時受付
　　　　（検査日の２日前までに要予約）
■対象　65 歳以上の市民、または 65 歳未満の基

礎疾患（慢性閉塞性肺疾患、慢性腎臓病、
糖尿病、高血圧、心血管疾患）がある市
民で、発熱等の症状のない方

■料金　PCR 検査 7,000 円、抗原定量検査 3,000 円
問問申申 山口県予防保健協会
☎ 083-933-0008（ダイヤルイン【４】）

※予約時は必ず「山口市の検査希望」と伝えてく
ださい。検査場所は予約時にお伝えします。

山口市
ウェブサイト

問問
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問ｋ問ｋ

イベントカレンダー4
月

4/3（土）～ 7/4（日）

4/3（土）、4/4（日）
湯田温泉白狐まつり

4/6（火）～ 25（日）
令和２年度新指定速報展

4/29（木・祝）

京都学派をテーマとした新作イ
ンスタレーションを世界初公開

　
柔
ら
か
な
春
風
が
心
地
よ
い
季
節
を
迎

え
て
お
り
ま
す
中
、
国
家
プ
ロ
ジェク
ト
で

あ
る「
新
型
コロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
が
、い

よ
い
よ
全
国
の
自
治
体
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
山
口
市
医
師

会
、
吉
南
医
師
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
高

齢
者
等
への
優
先
接
種
に
続
き
、
順
次
、

接
種
を
行って
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
接
種
に
対
す
る

関
心
や
、
ま
ん
延
防
止への
期
待
が
高
まっ

て
き
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、

2
月
に「
新
型

コロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対

策
室
」
を
新

設
し
、
３
月

１
日
に
は
、
接

種
時
期
や
手

順
な
ど
に
つ
い

て
お
応
え
す
る

「
山
口
市
接
種

予
約・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
４
月
か
ら
対
策
室
の
専
任

職
員
を
増
員
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様
が

円
滑
に
接
種
す
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
に
、
引

き
続
き
、
国
や
県
と
連
携
を
図
り
、
正
確

な
情
報
発
信
と
接
種
体
制
の
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
口
市
長

安
全
安
心
な
接
種
に
向
け
て

あしたへあしたへトライトライ

4/18（日）
れきみんファミリーデー

「火打石・火きりぎね」

白狐まつり実行委員会
☎ 083-941-5379

問問

井上公園、県道 204 号周辺、
湯田自動車学校

所所

　　　山口情報芸術センター
  ［ＹＣＡＭ］☎ 083-901-2222

問問所所

シンガポールを代表するアー
ティスト、ホー・ツーニェンの
新作を発表する展覧会です。

本展は、令和２年度に市指定文
化財に指定された「西郷家文書」
および「築山神社拝殿」につい
て紹介します。

☎ 083-924-7001
問問 歴史民俗資料館所所

子ども向けギャラリートークや
昔のくらしを体験できます。

菜香亭企画展「毛利敬親と野田
御殿」

4/28（水）～ 7/12（月）

幕末の長州藩主毛利敬親公の没
後 150 年を迎えるにあたり、　
企画展を開催します。

　山口市菜香亭
   ☎ 083-934-3312

申申所所 問問

第 26 回中原中也賞贈呈式・記念
講演

文化交流課
☎ 083-934-2717

問問
湯田温泉ユウベルホテル松政所所

中原中也生誕祭
「空の下の朗読会」

詩の朗読を好んだ中也になら
い、自作や愛読の詩を朗読して
いただきます。当日は記念館の
入館も無料です。

発掘展「瓦からみた山口」

4/29（木・祝）～ 7/4（日）

大内氏の時代を中心に、発掘さ
れた瓦から山口の歴史をみてい
きます。

5/4（火・祝）
第 6 回 未来の山口の運動会

山口情報芸術センター
［ＹＣＡＭ］
☎ 083-901-2222

オンライン配信（YouTube Live）所所

遠隔からでも運動会の競技に参
加できる種目も登場予定です。

問問

チームＯＩＤＥＭＡＳＥ桜めぐ
り＆小路めぐり

4/4（日）まで

山口ふるさと伝承総合センター    
☎ 083-928-3333

山口市菜香亭、大路ロビー、C・
S 赤れんが、山口ふるさと伝承
総合センター

所所

問問

着物 de おさんぽ

普段とはひと味違う湯田温泉
に、ぜひお越しください。

☎ 083-924-7001
問問 歴史民俗資料館所所

こどもワイワイ図書館

4/25（日）

いつもは静かな図書館に、こど
もたちの明るい笑い声があふれ
ます。

中央図書館
☎ 083-901-1040

問問
市立図書館全館所所

☎ 083-932-6430
問問 中原中也記念館所所

☎ 083-924-7001
問問 歴史民俗資料館所所

大路ロビー
☎ 083-920-9220

問問
大殿エリア所所

期間中、着物を着て協賛店を訪
れると、割引やドリンクサービ
ス等を受けられます。

開催中のイベント

記念講演の演題は、「中也の風、
朔太郎の白」です。


